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当社企業風土を理解された大手液晶
メーカー出身の品質プロ人材による
不良解析手法のデジタル化推進 滋賀県蒲生郡
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業務用放送機器及び関連機材、産業用機械
部品、医療用機械部品等製造

これまで未経験の分野ではありましたが、当社では
ダイカストから組み立てまで幅広い製造工程を有して
おり、以前から目に見えるモノづくりに携わりたいと
思っていましたので、大いに魅力を感じ入社しました。
品質を安定させるための工程改善に関わり完成品が
出来上がった際に、思い通りの出来映えを確認した時
の達成感は何とも言えないものがあります。

2020 年度に最初の現状把握をおこない、以降も品
質改善活動の中心的な役割を担っております。具体
的には、社内および顧客発生の不適合品台帳をもと
に、不良コード別推移をグラフ化するとともに各月
の総件数の増減傾向を見える化しました。このよう
な改善活動の結果、2020 年度から 2021 年度にか
けて不良件数は徐々に減少しています。

今後の営業戦略の拠点となる野洲工場を新設する
にあたり、製造拠点が 2 か所になることもあり、
社内の様々な部署の管理体制を強化する必要があ
りました。特に品質管理については、お客様から
の信頼に直結する部分であり、新たなお客様との
取引を拡充する上で、最重要課題と認識していま
した。今回、大手メーカーで永年、品質管理業務
に携わり、その経験を即戦力として社内に展開で
きるスキルを持った金武氏を採用できたことで、
社内の課題が明確となり、間違いなく従来よりも
製品の品質向上に繋がりました。

液晶パネル製造会社　品質管理主な経歴：

取締役総務部長

役職名： 品質保証室長

金武 鶴松 氏

年　齢： 61 歳
家族構成：妻、息子、娘
出身地： 還流ルート：--- その他
業務遂行手段： 事務所での業務

創業以来、大手音響機器メーカーの協力会社としての位置付けで主にスピーカーの製造に携わってきましたが、
そのスピーカー製造の拠点が海外にシフトされるにつれて、当社の商品構成も徐々に他産業の機械部品製造へ
と展開するようになりました。今後、更なる発展を目指すには新たなお取引先を開拓することが必須でしたが、
その戦略の拠点として、令和２年４月に野洲工場を新設しました。様々な新規のお客様のニーズにお応えする
ためには、従来に増して製品品質の維持・向上が必要であり、品質管理業務の強化が課題となっていました。

品質管理業務強化による本来備わるべき製品品質の見える化

今後、野洲工場を起点とした新たなお客様のニーズにお応えするには、品質の維持・向上は必要不可欠であり、
まずは、過去の不良発生時のデータから、お取引先ごとの不良発生の種類や頻度を数値分析することで「現状
の把握」を行い、その分析結果を基に、どのようにすれば不良の発生を最小限に抑えられるのかを検討する「傾
向と対策」について、社内に明確に示すことをミッションとして取り組んでもらいました。その品質業務に取
り組む「目線」を、新規の製品についても応用することを、社内で展開しました。

品質に関する現状把握と発生不良の傾向と対策の社内共有

品質管理業務で問題点をまとめている中で、社内に有する機械加工・精密板金・塗装等の各工程で品質に関す
る弱点が見えてきました。これらを顕在化させるためにはデータで示すことが肝要であると考え、まずは己を
知るためにデータ分析から弱点をあぶり出し、さらにそこから各工程毎のキーワードを抽出して工程担当者に
提示しました。これを元に品質改善活動を進めました。ちょうどあるお客様の不良率低減活動に取り組んでい
る時でしたので、目標不良率である 0.5% 未満を達成ができました。その際、工程担当者に理解し納得しても
らう上で、これらのデータは非常に役に立ちました。今後も新工場を含めさらなる分析を進め、新たに抽出さ
れるキーワードに対して重点的に改善を進めて行きたいと考えています。

データ分析によるキーワード抽出から品質改善活動へ

安藤 泰己 氏

日野精機株式会社48 滋賀県


